資料4

子どもの参加についての取組

１　大阪府の取組状況(平成18年度)
	(※)事業区分

	該当事業数

	
	
	参 加 対 象
	対象となる子どもの年齢層
	子どもが意見等を言う場の有無

	
	
	子ども
	大人・子ども
	就学前
	小学生
	中学生
	高校生
	不　明
	

	コンクール
	20
	15
	5
	2
	12
	13
	6
	3
	1

	社会貢献活動
	11
	1
	10
	－
	4
	1
	1
	7
	－

	体験型活動
	89
	48
	41
	16
	58
	24
	14
	30
	10

	鑑賞型活動
	58
	3
	55
	17
	24
	21
	20
	33
	2

	その他
	10
	5
	5
	1
	6
	6
	3
	－
	2

	計
	188
	72
	116
	36
	104
	65
	44
	73
	15


 (※)事業区分
・「コンクール」…作文、絵画、標語などを通じて子どもが意見や思いを表現するもの
・「社会貢献活動」…ボランティア、清掃活動、環境保全イベントへの参加など子どもの活動が社会貢献につながるもの

・「体験型活動」… 自然観察会、生き物調査、青少年対象施設でのイベントなど子どもがイベント参加を通じて学びや遊びを体験できるもの

・「鑑賞型活動」…啓発フェスティバル、博物館の子ども向け展示企画など鑑賞が中心となる
もの

・「その他」…上記のどれにも当てはまらないもの

２　「子ども議会」の開催
(1) と　き　　平成19年8月23日(木)、24日(金)

(2) ところ　　大阪府庁職員会館多目的ホール、大阪府議会議場
(3) 内　容

1 テーマ　「条例って何？なぜあるの？」

2 参加者　小学校　5年生　3人、6年生6人　計9人

      ③ 内　容　 1日目：・子ども条例の概要説明(30分)
　　　　　　　　 　　　　 ・ワークショップ(60分)
　　　　          2日目：グループ発表(10分)
　　　④ 子どもからの意見・感想等

・　条例でいろいろなことに参加できることが決められており、これからもいろいろなことに挑戦していきたい。

・　条例のできた理由や条例の内容がわかって、同じように思うことばかりだった。

・　条例がなぜあるのか、条例の大切さなどがわかってよかった。

3　「少年の主張大阪大会」の開催
(1)と　き　平成19年8月2８日(火）　午後1時15分から午後5時まで

(2)ところ　大阪府立青少年会館

(3)目　的

　　　 中学生が、日常生活の中で感じたこと、考えたことを自分の言葉で広く社会に訴えることにより、社会の一員としての自覚を促すとともに、府民の青少年健全育成に対する理解と関心を深める。
　(4)テーマ　「伝えよう。君のメッセージ」

(5)内　容

　　・「少年の主張」の発表(14名、応募者2,555名)

　　・審査、表彰式

　　・パフォーマンスの発表(中学生による吹奏楽、チアリーディング等)

4　「高校生シンポジウム(仮称)」の開催
(1) と　き　平成20年2月２日(土)　午後1時30分から午後3時30分まで
(2) ところ　大阪府教育センター
(3) 目　的
高校生が社会(大人)に対してメッセージを発信する機会や日頃の活動を発表する機会の提供

　(4) 内　容

　　・高校生からのメッセージの発表
　　・高校生によるパフォーマンスの発表
　　・高校生と大人によるパネルディスカッション
